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見えにくい被害の実態

相手から受けた行為について、女性の約６割は「どこにも相談しなかった」
と回答しています。性暴力は、声を上げにくく、存在そのものが潜在化してしま
うことがあります。
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相談しなかった理由（女性・複数回答）

相手の行為が理解できず
被害を受けたと思わなかった

(13.7%)

自分さえ我慢すれば、
なんとかこのまま
やっていけると思った

(32.9%)

相手の行為は
愛情表現だと思った

(16.4%)　
世間体が
悪いと思った
(13.7%)

どこ（だれ）に相談して
よいかわからなかった

(16.4%)

そのことについて
思い出したくなかった

(23.3%)

恥ずかしくて、
誰にも言えなかった

(49.3%)

相談しても
無駄だと思った
（17.8%）
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